
①下部用耐圧ゴムプレート設置 ②可撓継手の設置 ③コンクリート打設後、
　上部用耐圧ゴムプレート設置

施工写真

国土交通省 利根川下流河川事務所 多田島樋管

施工例

北海道開発局 石狩川開発建設部 長内樋門

都市基盤整備公団 葛城調整池連絡管渠 北海道開発局 札幌開発建設部 石狩川八幡樋門

柔構造樋門継目用耐土圧板

　河川堤防を横断して構築されるＲＣ構造の樋門は、従来は支持杭により固定されると共
に目地部はコンクリートカラーが巻き立てられていました。しかし軟弱地盤上の樋門にお
いては、軟弱層と樋門の間に空洞が発生したり、地盤変位によりカラー周辺にクラックが
発生する等の問題があり、解決が望まれていました。
　この問題解決のため、基礎地盤の沈下を許容し、この変形に樋門を追随させる柔構造、
柔支持の樋門設計の機運が高まり、平成10年度に（財）国土技術研究センターで「柔構造樋門
設計の手引き」がまとめられました。
　柔構造樋門では大きな変位に対応するために、伸縮目地部内面に可撓継手（かとうつぎて）を
設置しますが、可撓継手の変形により目地部に生じる開口、目違い等から土砂侵入を防止する
コンクリートカラーに代わる可撓性のある材料として開発された製品が耐圧ゴムプレートＳ型
です。

ＴＲＳ－０7

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承下さい。
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 　耐圧ゴムプレートＳ型は樋門目地部に生じる開口、目違い、折れ角等の変位を吸収すると共に、下記の
 性能を発揮します。
　　１．土砂等の侵入を防止して可撓継手の変位性能に影響を与えません。
　　２．目地部変形状態において、土圧に対して安全な強度を有します。

　　　　　　　　　　　のはたらき

　耐圧ゴムプレートＳ型は平成５年の開発時に建設省（現国土交通省）殿のお立会いの下、各種機能試験を
実施し、機能を充分満足していることを確認しています。

各種機能試験

①伸び試験 ②剪断試験 ③側壁部引張試験

ゴム物性規格

※｛　　｝　内数値はCGS単位系を表します。

試験方法

伸縮部材

試験項目

引 張 試 験

14.7｛150｝以上 350以上 65±5 ±40以内

伸び変化率
%

引張強さ
変化率%

硬さの変化

老化試験（70℃×96時間）

－15以内 0～＋15

硬さ
タイプA引張強さ

MPa｛kgf/cm 2 ｝
伸び
%

　耐圧ゴムプレートＳ型は補強布を内蔵した平板構造で、樋門断面上下に分離してあると共に、角部は
Ｌ型に曲げ加工してあります。製品には土砂侵入防止材がついています。（特許取得済み）

１．構造がシンプルで経済的です。
２．施工が容易で、短時間に取り付けができます。
３．樋門目地の変形に柔軟に追従します。
４．土圧に対する強度設計が確実にできるので、高い信頼性が得られます。
５．可撓継手の伸縮部材で実績があるクロロプレンゴムを使用しており、耐久性に優れています。

構造 ・ 材料

性　能
伸び量 

（㎜）
剪断量 

 
製品幅 

 
耐土圧 

P（kN/㎡） 

側壁部重ね代 

H（㎜） 
S100 型  100 100 1000 100 以下 200 

S100M 型 100 100 1000 200 以下 200
S200 型 200 200 1300 100 以下 300

S200M 型 200 200 1300 200 以下 300

タイプ （㎜）（㎜）

取付見取図
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